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会  議  録 

会 議 名 
第２５期小金井市公民館企画実行委員の会議 第１８回 

 

事 務 局 公民館本館 

開 催 日 時 令和２年１月７日（火）午前１０時～午前１０時５０分 

開 催 場 所 公民館本館 学習室Ａ 

出 席 委 員  生馬委員 苅込委員 岸川委員 照井委員 藤原委員 宗像委員 

欠 席 委 員   

事 務 局 員 大久保係長 小磯主査 倉澤主任 溝江非常勤 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数  なし  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 公民館運営審議会の報告 

 

２ 主催事業について 

⑴  事業の報告について 

 ①高齢者学級「生きがい広場」について 

 ②成人大学講座について 

    

  ⑵  事業の計画について 

①成人学校「菜園教室」について 

②市民がつくる自主講座について 

   ③市民アカデミー準備会について 

 

⑶ 事業の途中経過について 

市民映画会について 

 

３ その他 

    令和元年企画実行委員連絡会について 

 

４ 配布資料 

⑴ 第３５期小金井市公民館運営審議会 第３回審議会の報告 

⑵ 高齢者学級「生きがい広場」報告資料 

⑶ 成人大学講座報告資料 

⑷ 令和元年度成人学校「菜園教室」資料 

⑸ 市民アカデミー準備会資料 

⑹ 令和元年企画実行委員連絡会報告資料 
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会  議  結  果 

 

（要点筆記） 

司会：宗像委員 

 

１ 公民館運営審議会の報告 

事業係長 第３５期小金井市公民館運営協議会第３回審議会が１２月１８日(水)に開催 

された。 

報告事項・・・①貫井北センター・東センター運営業務委託プロポーザルにつ 

いて、選考の結果、引き続き同ＮＰＯに委託することに決定した。②都公連委員

部会について、１２月１７日の委員部会の報告があった。③公民館事業の報告に

ついて、５館１５事業（本館２事業）の報告を行った。 

協議事項・・・公民館中長期計画について協議を行った。 

審議事項・・・公民館事業の計画について、４館８事業（本館１事業）を提出し 

た。 

     

２ 主催事業について 

⑴ 事業の報告について 

  ①高齢者学級「生きがい広場」について 

溝江非常勤 高齢者学級は、１２月２４日に終了した。資料に学級生のアンケートを掲載

した。後ほど準備会を行う。 

照井委員 全体的に満足度が高かった。神代植物公園で足が疲れた以外は、良かった。来

期も参加したいという学級生が多かった。 

生馬委員 昨年度は、野外研修で不安が多かったが、今年は安心して参加できた。前年度

の反省ができて、再度参加したいという学級生が多かった。 

岸川委員 司会が頑張っていたのが印象に残った。また、班を超えた交流を望む意見も出 

された。学級生から生きがい広場が良かったという声が聞こえたのは、良かった。 

企画にもう少し携わっていきたい。 

藤原委員 振り返りの会では、班ごとに人間関係ができていた。学級生は、楽しそうだっ 

た。 

苅込委員 来年度に向けてアンケートの結果や企画実行委員の声を反映してもらえれば 

と思った。 

宗像委員 隔週火曜日の実施で期間が長く感じた。仲間づくりのきっかけとなっていた。 

溝江非常勤 今年で２年目、いろいろ工夫して実施した。学級生から講師と細かく打合せ 

をしているとの声が聞こえて良かった。今年度は、学級生がひとつとなって、 

雰囲気が良かった。 

  ②成人大学講座について 

小磯主査 企画実行委員のチラシ配布により、申込者は、市内在住・在勤・在学の方４０ 

人、市外の方１人の合計４１人となり、１２月７日３３人、１２月１４日３１人 

、１２月２１日２８人の土曜日３日間で延べ９２人が参加した。昨年度は、９月 

４日、１１日、１８日の火曜日に実施し、定員が２００人に対して受講者が５４ 

人、延べ参加者が１２５人、今年度が１２月７日、１２月１４日、１２月２１日 

の土曜日に実施し、定員１００人に対して受講者が４５人、延べ参加者が９２人 

と定員との割合を考えてみると、数字的に悪くないように思えた。参加者の年代 

を見ると２０代が２人、４０代が２人、５０代が３人と若い方の参加が増えた。 
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照井委員 学芸大学の教室を変更し、実施した。内容は、まずまずだと思う。内容は、タ 

イムリーな企画で小学生や中学生も関心を持っているので、公民館としても子ど 

もたちの関心を深めても良いかと思った。 

生馬委員 若い人と女性の考える場になって欲しい。 

岸川委員 教室の大きさは、適当な広さだった。参加者は、問題意識の高い人が多かった。 

 従来、文学系のテーマが多かったが、今年度は、環境のテーマとなった。 

藤原委員 講師は、内容を分かり易く説明していた。大変勉強になった。 

⑵ 事業の計画について 

  ①成人学校「菜園教室」について 

小磯主査 明日の菜園教室で３回目の野外研修のチラシを配布し、１月１５日までに参加 

の有無を確認する予定。 

 １月２２日は、マイクロバスで日の出町の(有)東常マックで有機栽培の畑を見 

学する。その後、青梅市の東京繁昌農園にて肥料づくりと収穫体験を行う予定で 

ある。 

宗像委員 チラシに農作業と記載があるが、何か作業を行うのか？金額がかかるのか？ 

小磯主査 東京繁昌農園で肥料づくりや野菜の収穫を行う。農作業体験料としての参加費 

が５００円かかる。 

②市民がつくる自主講座について 

小磯主査 市民がつくる自主講座一般部門は、１月２０日(月) １０時～正午に貫井南分 

館で「みんなで市歌を歌ってみよう」、１月２４日(金) １３時３０分～１５時に 

東分館の集会室Ａ・Ｂで「パラリンピック種目ボッチャを楽しもう」、２月１日 

（土）１３時３０分～１６時に本館学習室Ｂで「オリンピアンを囲むゆるカフェ 

への招待」の講座計３件を実施する。 

事業係長 市民がつくる自主講座男女共同参画部門においては、２月６日（木）東分館で 

の「子育て中の家族の為の家事と家計の講座」、２月９日（日）貫井北分館での 

「小金井の街から知ろう変えよう女性と子どもの生きづらさ」、２月１３日（木） 

貫井北分館で「ココロと身体で感じる子育て」を実施する。 

  ③市民アカデミー準備会について 

小磯主査 １月２３日から準備会が始まる。それに先立ち企画実行委員の皆さんに懸案事 

項についてご意見をいただきたい。 

「年間２期・１期８回程度・同一内容・どちらかは休日開催」の継続について 

は、若い世代を増やすための試行として、継続して試行する。今年度が日曜日に 

実施したため、次年度は、土曜日の開催を検討している。 

会場については、公民館分館（貫井北分館と緑分館）で実施する。各分館の負 

担の軽減と試行として、調整した結果、秋期に緑分館で実施を予定している。 

野外研修実施の是非の再検討については、市民アカデミーは講義に特化して、 

野外研修に行きたい方は高齢者学級に参加していただく。過去の実績では、参加 

者が半数以下で、市民アカデミーの趣旨に合わないため、次年度も廃止とする。 

ただし、実施する場合は、交通公共機関の使用による野外研修に限りたいと考 

えている。 

「振り返りと企画の会」の運営方法の再検討については、参加者同士の交流と 

    いう意味で継続を予定しているが、参加者数が少なく、準備会が実施されるため、 

不要との意見があるため、準備会にて再検討したい。  

照井委員 市民アカデミーの実施日について、水曜日に実施しないのか？ 

小磯主査 春期は、貫井北分館で水曜日の実施を予定している。 
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⑶ 事業の途中経過について 

①市民映画会について 

事業係長 １２月２１日（土）午前１０時と午後２時から「ゴースト／ニューヨークの幻」 

    を上映し、午前１２人、午後２２人が参加した。次回、２月１５日（土）は、「栞」 

を上映予定。 

照井委員 映画の内容は？ 

事業係長 ２０１７年の作品で上映時間が１１８分の理学療法士の奮闘を描いた映画と 

なっている。１回目は、午前１０時から上映し、２回目が午後２時から上映予定。 

②成人学校｢ペットと幸せに暮らすために｣について 

溝江非常勤 １１月に講座の振り返りを行い、参加者が勉強したいという意見が出たので 

自主グループを立ち上げる予定。決定次第報告する。 

 

３ その他 

⑴ 令和元年企画実行委員連絡会について 

小磯主査 公民館貫井北分館から企画実行委員連絡会の会議録の配布依頼があったので 

今回配布いたします。 

⑵ 三者合同研修について 

事業係長 ２月４日（火）に貫井南分館で開催されるので出席可能な方は、１月１６日（木） 

までに報告願いたい。 

 

次回会議：令和２年２月４日（火）午前１０時から公民館本館学習室Ａにて 

  

 

 


